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要 旨 

概 要 

令和７年度 沼津市市民憲章推進協議会総会を開催します 

お問い合わせ先 

 本会は、沼津市民憲章の精神が市民の生活に融和定着することをはかり、市民の連帯感を深

め、明るい郷土をつくることを目的としています。 

総会では、市民憲章の賞の表彰式、市民憲章活動支援助成金採択団体による活動報告を行

います。また、併せて、沼津警察署交通第一課長 山内貴雄氏による講演会を開催します。 

 

１ 日 時   令和７年５月１９日（月） 13時30分～16時00分 

２ 場 所   第五地区センター 大会議室（沼津市五月町15番1号） 

３ 総会の内容   ・市民憲章唱和 

  ・来賓祝辞（沼津市長、沼津市議会議長） 

   ・市民憲章の賞 表彰式（２名・１団体） 

                  本多具江、大平郷土史研究会、石黒宙 （敬称省略）    

  ※表彰の詳細は別添資料１参照 

・市民憲章活動支援助成金採択団体による活動報告（２団体） 

  コロマガプロジェクト沼津内浦西浦制作運営協議会、第二地区連合自治会 

                ※活動の詳細は別添資料２参照 

4 講演会概要   演題：「交通安全について考えよう（市民憲章の理念）」 

                講師：沼津警察署交通第一課長 

 山内貴雄氏 

 

沼津市市民憲章推進協議会事務局（沼津市役所政策推進部地域自治課） 

直通：０５５－９３４－４８０７ 

 



令和７年度 市民憲章表彰者一覧

NO 団体or個人名 表彰概要

1 本多　具江さん
（ほんだ　ともえ さん）

本多さんは、15年程前から、八重町内ゴミ置き場（沼津工業高校前）で週３日（火・木・
土曜日）、朝の８時から天候にかかわらず、町内のゴミ当番の指導や当番不在時の代行
（収集後の清掃・片付け）、車道にゴミがはみ出して通行車両に支障がでていないかに気
を配り収集を終える時間まで見守っておられます。
　本多さんは高齢（90歳）にも関わらず大変お元気で町内の人には勿論、アパートにお住
まいの方にも声掛けを絶やさず、また、収集業者やゴミ当番見守りを行っている方々に差
し入れをされています。穏やかな雰囲気の「名物おばあちゃん」として有名で大活躍され
ています。

2
大平郷土史研究会のみなさん
（おおひらきょうどしけんきゅう
かいのみなさん）

大平郷土史研究会のみなさんは、大平地域内の歴史遺産を保全、整備して郷土の歴史を伝
承することを目的として平成17年に設立・令和７年度に20周年を迎える団体です。現在の
会員は12名で主に大平地区の石仏やその他の史跡の保全活動を行っておられます。
また、小中学校の課外授業への協力、地域の高校生による石仏PRとしカレンダー・トラン
プ制作のサポート、毎年開催している「史跡巡りウォーキング」等、地域の歴史文化を若
い世代へ伝える活動を通し地域に貢献されています。
　大平地区の歴史を大平地区だけでなく、沼津市全体へ発信するよう、これからも活動を
継続していきたいとおっしゃっていました。

3 石黒　宙さん
（いしぐろ　ひろし　さん）

石黒さんは、自治会における諸活動のなかで、地区の清掃活動やゴミ置き場の管理、ス
ポーツ大会などに携わりながら、11年前から自治会の自主防災にも活動を広げておられま
す。
また、ご自身が生まれた年に起きた、「日本航空機墜落事故」のドキュメンタリー番組で
当時、地元の消防団員が救助活動している姿に感銘を受け、30歳を過ぎた年に沼津市消防
団に入団されました。
現在では、沼津市消防団の第３分団副団長として、また会計としてもなくてはならない存
在となっております。自治会・地域活動における若者の良き手本としてこれからも活動を
継続していきたいとおっしゃっていました。

s資料１



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二地区連合自治会 

・総 事 業 費：２３５,０００円 

・事 業 期 間：令和６年８月 

・助成金交付額：100,000 円 

 

＜事業内容＞ 

・コロナ禍を契機として地域住民が集まる校区祭が

廃止されたため、老若男女問わず参加できるイベ

ントとして、第二小学校の体育館を活用し、盆踊

り大会を実施した。当日は来場した子どもたちに

お菓子を配布したほか、ビンゴ大会を開催し、来

場者が年齢にかかわりなく楽しめる機会を設け

た。 

 

＜該当する市民憲章文＞ 

善意と思いやりをもって、温かい家庭と社会を育

てます。 

事業名：第二小学校区 令和６年度「夏祭り盆踊り大会」 

児童がプレートを設置している様子 

事業名：こどもローカルマガジン・コロマガプロジェクト 

沼津内浦西浦版「うらっち」制作運営事業 

コロマガプロジェクト沼津内浦西浦制作運営協議会 

・総事業費：5９７,00８円 

・事業期間：令和６年８月～令和７年２月  

・助成金交付額：100,000 円 

 

＜事業内容＞ 

・沼津市内内浦・西浦に住む子どもたちが同地区

の地域の情報誌を制作することを通じて、地域

のシビックプライドを育み、地域の活性化、地

域産業の継続と発展、自然資源と環境の保全を

実現することを目指す事業である。そのため

に、地区の子どもたちが、地区の大人をはじ

め、プロのカメラマンらを交え、自分の住む地

区を取材し、情報誌を発刊した。 

 

＜該当する市民憲章文＞ 

善意と思いやりをもって、温かい家庭と社会を育

てます。 

 

令和６年度採択事業(一部)の紹介 
 

製作した冊子、西浦地区センターでの周知活動 

 

 

 

の様子 

大会当日の様子 
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